
2008 / 3月号平成20年

No.722

平成20年

No.722

333
2008 / 3月号・

目  次  Contents
観光シーズン到来
韮崎の魅力を全国発信！･････････････････ P.02

生活習慣を見直そう！
～平成１９年度総合健診の結果から～･････ P.08

まちかどトピックス･････････････････････ P.14

くらしの情報･･･････････････････････････ P.16
料理って、おもしろい！

( 関連記事は １5 ページに掲載）

・



2

観光シーズン到来

山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
の
３
か

月
間
、
山
梨
県
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

と
連
携
し
て
「
週
末
は
山
梨

に
い
ま
す
。」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
大
々
的
な
観
光

宣
伝
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
全
国
に
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
が
放
送
さ
れ
、
メ
デ
ィ

ア
も
積
極
的
に
山
梨
の
旅
を

テ
ー
マ
と
し
た
番
組
を
組
む

予
定
で
す
。

　

県
で
は
「
す
こ
や
か
人
の

週
末
」・「
み
と
れ
人
の
週

末
」・「
ま
な
び
人
の
週
末
」・

「
あ
じ
わ
い
人
の
週
末
」・「
い

や
さ
れ
人
の
週
末
」
と
銘
打
ち
、

県
内
全
て
を
網
羅
す
る
観
光
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
作
る
ほ
か
、
県
内
の

あ
ら
ゆ
る
所
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
予
定
で
す
。

　

４
～
６
月
に
か
け
て
、
J
R
グ
ル
ー
プ
と
地
方

公
共
団
体
、
地
元
観
光
関
係
事
業
者
が
一
体
と
な

り
「
山
梨
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
特
定
の
地
域
（
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
を
対
象
に
、
J
R
グ
ル
ー
プ

の
駅
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

新
聞
、
旅
行
雑
誌
な
ど
を
と
お
し
「
週
末
は
山
梨

に
い
ま
す
。」
を
合
言
葉
に
、
全
国
に
山
梨
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
も
の
で
す
。

　

韮
崎
市
で
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
情
報

発
信
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「新府桃の花見会」での写生大会の様子

国の重要文化財「武田八幡宮」

韮崎の魅力を全国発信！
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武
田
氏
の
史
跡
、
自
然
環
境
な
ど

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
韮
崎
市

　

韮
崎
市
は
、「
武
田
八
幡
宮
」・

「
新
府
城
跡
」・「
願
成
寺
」
を
始
め

と
し
た
甲
斐
武
田
家
ゆ
か
り
の
史

跡
や
、「
ブ
ド
ウ
」・「
桃
」・「
リ
ン

ゴ
」・「
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
な
ど
果
物

が
豊
富
な
穂
坂
果
実
郷
や
新
府
桃

源
郷
、「
南
ア
ル
プ
ス
鳳
凰
三
山
」

を
は
じ
め
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
甘

利
山
」、“
日
本
百
名
山
”
の
著
者

深
田
久
弥
氏
終
焉
の
山
「
茅
ヶ
岳
」

な
ど
の
山
岳
資
源
、
そ
の
他
に
も

「
わ
に
塚
の
桜
」、「
平
和
観
音
」
な

ど
の
す
ば
ら
し
い
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
市
内
の
名
所
・

旧
跡
で
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

も
し
、
行
っ
た
こ
と
の
な

い
名
所
・
旧
跡
な
ど
が
あ
れ

ば
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
っ
か
け
に
、
１
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
何
か

新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

韮
崎
は
絶
好
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

　

韮
崎
市
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
始
ま
る
４
月
に
は
「
新

府
桃
源
郷
の
桃
の
花
」
や
「
わ
に

塚
の
さ
く
ら
」
な
ど
春
の
花
が
咲

き
乱
れ
、
６
月
に
は
「
甘
利
山
の

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
が
見
頃
と
な
る

な
ど
、
絶
好
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。

 

　

こ
の
機
会
に
全
国
か
ら

多
く
の
観
光
客
に
韮
崎
市

を
訪
れ
て
も
ら
う
た
め
、

市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
情

報
発
信
を
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
タ
ク
シ

ー
会
社
で
は
、
観
光
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
期
間
中
の
利
用
者
に

色
々
な
特
典
が
つ
く
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

韮
崎
の
魅
力
を

全
国
に
P
R
す
る
た
め
に

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間
中
、
全

国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
み
な
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
い
、「
ま
た
山

梨
に
来
た
い
」、「
ま
た
韮
崎
に
来

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

温
か
い
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を

持
ち
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
接

し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
元
の
人
た
ち
し
か
知
ら
な
い

ち
ょ
っ
と
し
た
知
識
や
、
お
も
て

な
し
が
訪
れ
た
人
の
心
を
癒
し
、

韮
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
の

思
い
出
と
な
る
は
ず
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

　みなさんから募集した韮崎市の名所を選ぶ「韮崎百選」が選定されました。
この「韮崎百選」を順次、広報で紹介していきます。

　近年、ＣＭや広告ポスターなどで、全国的に有名になってきた「わに塚のさくら」（神山町北宮地、エドヒガ
ンザクラ）。毎年、県内外からたくさんの方が、力強く咲き誇る姿を一目見ようと訪れています。
　山梨県内には「わに塚のさくら」よりも樹齢があり、また美しいさくらも多いなか、なぜ「わに塚のさくら」
は人気があるのでしょうか？　それは、遮るものが何も無い田園のなかに、樹齢３００年余り、根回り３．４ｍ
もの巨大な一本さくらが孤高に立っている姿とともに、借景のコントラストが見事なことではないでしょうか。
特に、八ヶ岳方面に見える残雪の赤岳を背景とした眺めが美しいと、訪れた方からよく聞かれました。
　甲斐武田家の氏神である「武田八幡宮」や、武田信義公が菩提寺とした「願成寺」とならび、今や「わに塚の
さくら」は、韮崎市を代表する観光資源の１つとなりました。あな
たも「わに塚のさくら」を見に出掛けてみませんか？

■わに塚（鰐塚・王仁塚）の由来
　甲斐国志に「芝地１５間に１０間、塚の形神前にかかる鰐口に似
たり。後の人に囚りて名付けたるか。古墳なることを知りぬべし」
とあります。また土地の口碑によれば「日本武尊（やまとたける）
の王子武田王が、諏訪神社の南西、桜の御所で治を行い、薨（こう）
じてこの地に祭られ王仁塚と伝う」と。このほかにも諸説はありま
すが、口伝によるものも多く伝説的な話が多いのも事実です。

“わに塚のさくら”

鳳凰三山「地蔵ケ岳のオベリスク」

甘利山のレンゲツツジ越しに富士を望む

おらが地域の優れモノ！
ま ち

韮崎百選
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　医療費が増大していくなか、現役世代と高齢者
世代の負担を明確にし、公平でわかりやすく、安
心して医療保険を利用できるよう、７５歳以上の
方（６５歳以上で一定の障害のある方を含む）を
対象とした新たな高齢者医療制度「後期高齢者医
療制度」が４月から始まります。

健康な生活を支える医療を目指し

　

高
齢
者
の
健

康
な
生
活
を
支

え
る
医
療
を
目

指
し
た
「
後
期

高
齢
者
医
療
制

度
」
が
４
月
１

日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
者
の
医
療

費
を
安
定
的
に
支
え
る
た
め
に
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
の
方
々
が
負

担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
保
険
料

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
制
度
の
保
険

料
や
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
が

３
月
下
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す

　

75

歳

以

上

（
一
定
の
障
害

が
あ
る
場
合
に

は
65
歳
以
上
）

の
方
に
３
月
下

旬
頃
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
医
療

を
受
け
る
際
は
、
お
手
元
に
届
い

た
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
中
に
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
方
で
、
現
在
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
と

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

の
２
枚
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
75
歳

の
誕
生
日
当
日
か
ら
「
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
」
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
保
険
証
は
、
郵
便
局
の
配
達
記

　

録
郵
便
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
受

　

け
取
り
の
際
に
印
鑑
が
必
要
と

　

な
り
、
不
在
の
場
合
に
は
、
再

　

配
送
ま
た
は
、
郵
便
局
で
受
け

　

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
不
要
に
な
っ
た
被
保
険
者
証
の

　

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
加
入
し

　

て
い
た
保
険
者
（
市
役
所
、
ま

　

た
は
健
康
保
険
組
合
な
ど
）
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で

受
け
ら
れ
る
給
付
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
に

対
す
る
医
療
給
付

に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保

健
や
国
保
と
同
様

の
給
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
保
険
料
や
納
付
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「後期高齢者医療制度」がスタートします
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【図２】　保険料の計算方法

※保険料は２年ごと見直されます。

※保険料の賦課限度額は年５０万円です。

＋＝保険料

均等割額
38,710円

所得割額
（所得－33万円）×　7.28％

◇保険料率が決定しました
　「後期高齢者医療制度」の保険料率は、

【図１】のとおり、おおむね２年間の医療
給付費（医療費から自己負担額を除いた
額）の１割をまかなえるよう算定します。

　また保険料については、
【図２】のとおり、被保険
者が等しく負担する均等
割額と被保険者の所得に
応じて決まる所得割額の
合計額となります。

◇保険料の軽減制度について

■後期高齢者医療制度の保険料
　【平成２０・２１年度の保険料率】

　　　所得割率　     7.28 ％
　　　均等割額　38,710 円

■所得の低い世帯の方
　被保険者本人と、世帯主の前年所得を合
計した額が基準以下の方に対して、【表１】
のとおり均等割額が軽減されます。

※所得の算定で収入が公的年金である場合 
　は、当該年金収入から公的年金控除と高
　齢者特別控除額（１５万円）を控除した
　額が軽減判定用所得となります。

■「後期高齢者医療制度」加入前日まで、社会保険などの被扶養者である方
　「後期高齢者医療制度」に加入する直前まで、社会保険などの被扶養者であ
る方については、「後期高齢者医療制度」の資格を得た日の属する月から２年
間保険料の所得割額負担はなく、均等割額が５割軽減されます。

※平成２０年４月～平成２１年３月までは保険料の負担が凍結されます。こ
　れにより、平成２０年４月～９月までは保険料の負担はなく、平成２０年
　１０月～平成２１年３月については保険料が９割軽減されます。

世帯の総所得金額など 軽減割合 軽減後均等割額

  33 万円 7 割軽減 11,613 円

（33 万円＋ 24.5 万円）
　　　× 世帯の被保険者数
※被保険者である世帯主を除く

5 割軽減 19,355 円

（33 万円＋ 35 万円）
　　　× 世帯の被保険者数

2 割軽減 30,968 円

【表１】　低所得世帯の軽減について

◇保険料の納付方法について
　保険料の納付方法は、

【図３】のとおり受給し
ている年金の額によっ
て、年金から天引きさ
れ る「 特 別 徴 収 」 と、
納付書などで納める「普
通徴収」の２通りとなりますので、ご自身
で確認してみてください。

※特別徴収の場合、保険料は介護保険料が
　天引きされる年金から徴収されます。

受給している年金が年額 18 万
円未満

介護保険料と後期高齢者医療制
度の保険料の合算が年金受給額
の 2分の 1を超える

普通徴収
市から送られてくる納付書によ
り、取扱金融機関で納めます。
納期は、7～ 2月の 8回です。

特別徴収
介護保険料と同じように年金か
ら天引きされます。
年金の支払い月に、保険料を年
6回に分けて天引きされます

いいえ

いいえ

はい
はい

【図３】　保険料の納付方法

【図１】　医療費の財源構成図

窓口自己負担額 保
険
料

公費
（国・県・市町村）

支援金
（国民健康保険、
社会保険など）

1割 4割 5割

医療給付費

医療費

■お問い合わせ
◇市民課国保医療担当（内線１２７～１２９）
◇山梨県後期高齢者医療広域連合
　☎０５５－２３６－５６７１
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安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
に

保
険
証
が
届
い
た
ら

必
ず
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
み
な
さ

ん
が
使
用
し
て
い

る
保
険
証
は
、
３

月
31
日
を
も
っ
て

有
効
期
限
切
れ
と

な
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
使
用

で
き
る
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
か
ら
は
「
老
人

保
健
制
度
」
が
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
へ
、
ま
た
「
退
職
者
医

療
制
度
」
の
対
象
年
齢
が
65
歳
未

満
に
変
わ
る
な
ど
、
医
療
保
険
制

度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、

次
の
条
件
に
該
当

す
る
方
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

保
険
証
が
届
い
た

際
に
は
、
記
載
事

項
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
4
月
1
日
時
点
で
、
75
歳
に
到

　

達
し
て
い
る
方 

　

国
保
の
保
険
証
に
か
わ
り
、
４

月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
地
域
住
民
の
医
療
の

確
保
と
健
康
の
保
持
増
進
、
福
祉
の
向
上
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
医
療
費
は
増
加
す
る
一
方
で
、

負
担
能
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
国
保
の
財
政
運

営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
確
保
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
は
医
療
保
険
制
度

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
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◇
4
月
1
日
以
降
、
平
成
20
年
度

　

内
に
75
歳
に
到
達
す
る
方

　

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
75
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
使
用
す
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
の
保
険
証
は
後
日
、

別
途
郵
送
さ
れ
ま
す
。 

 

 

◇
現
在
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

　

対
象
者
で
4
月
1
日
時
点
に
お

　

い
て
65
歳
に
到
達
し
て
い
る
方
、

　

ま
た
は
65
歳
に
到
達
し
て
い
る

　

退
職
者
本
人
の
被
扶
養
者 

　

一
般
の
国
保
の
保
険
証
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。 

◇
現
在
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の

　

対
象
者
で
4
月
1
日
以
降
65
歳

　

に
到
達
す
る
方

　

「
退
職
者
医
療
制
度
」（
保
険
証

の
右
上
に
“ 

退 

”
と
表
示
）
の
保

険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

退
職
本
人
の
保
険
証
に
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
の
対
象
期
限
日

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
扶
養
の
方
で
退
職

本
人
の
方
が
先
に
65
歳
に
到
達
す

る
場
合
、
退
職
本
人
と
同
じ
対
象

期
限
日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
期

限
日
以
降
は
一
般
の
保
険
証
と
し

て
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

※
お
手
元
に
保
険
証
が
届
い
た
際
、

　

間
違
い
や
異
動
が
あ
っ
た
と
き

　

に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご

　

自
分
で
訂
正
し
た
場
合
、
保
険

　

証
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

　

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
の
転
出
や
、
社
会
保
険
に

加
入
し
た
際
は
必
ず
届
出
を

　

市
外
へ
転
出
し
た
り
、
会
社
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
返
還

し
、
脱
退
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
国

保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

※
３
月
31
日
現
在
、
社
会
保
険
に

　

加
入
し
、
老
人
保
健
の
該
当
と

　

な
っ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
は
、

　

国
保
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

住
所
が
就
学
地
に
あ
る
学
生
へ
の

保
険
証
交
付
に
つ
い
て

　

在
学
中
で
、

住
所
が
就
学
地

に
あ
る
学
生
の

場
合
、
４
月
１

日
以
降
の
在
学

証
明
書
を
持
参

し
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
卒
業
や
退
学
を
し
た
と
き
に
は
、

　

速
や
か
に
保
険
証
を
返
却
し
て

　

く
だ
さ
い
。

自
分
の
た
め
、
み
ん
な
の
た
め
に

保
険
税
は
納
期
限
内
納
付
を
！

　

保
険
税
は
み
な
さ
ん
の
医
療
費

に
あ
て
ら
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

保
険
税
は
自
分
の
た
め
、
み
な
さ

ん
の
た
め
に
、
必
ず
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
別
な
事
情
も

な
く
滞
納
が
続
く
と
、
次
の
よ
う

な
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、
督
促
が

　

行
わ
れ
ま
す
。

※
納
付
が
遅
れ
る
と
、
延
滞
金
な

　

ど
が
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
の
で
、
速
や
か
な
納
付
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

②
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
有
効

　

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

　

証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

③
納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ
る

　

と
保
険
証
を
返
却
し
て
も
ら
い
、

　

医
療
費
が
一
旦
全
額
自
己
負
担

　

と
な
る
「
資
格
証
明
書
」
が
交

　

付
さ
れ
ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
を
過

　

ぎ
る
と
、
国
保
の
給
付
が
全
部

　

ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
に
な

　

り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
財
産
の
差
し
押
さ

　

え
な
ど
の
滞
納
処
分
が
行
わ
れ

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

　

困
難
な
と
き
は
早
め
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
は
、

保
険
税
の
納
付
が
、
原
則
、
特
別

徴
収
と
な
り
ま
す
。

◇
国
保
加
入
者
が
65
歳
以
上
の
み

　

の
世
帯

◇
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円
以

　

上
の
世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し

　

て
い
な
い
世
帯
主
を
除
く
）

◇
国
保
の
保
険
税
と
介
護
保
険
料

　

を
合
算
し
た
額
が
、
年
金
給
付

　

額
の
半
分
未
満
の
方

※
条
件
に
該
当
し
な
い
方
は
、
納

　

付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

　

る
納
付
と
な
り
ま
す
。 

※
特
別
徴
収
対
象
者
に
は
４
月
中

　

旬
ま
で
に
、「
国
民
健
康
保
険
税

　

特
別
徴
収
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
」

　

を
送
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

　４月より、「韮崎市子ども医療費助成制度」・「ひ
とり親家庭医療費助成制度」・「重度心身障害者
医療費助成制度」において、原則、医療機関で
の窓口負担が無料化されます。
　ただし、国保組合加入者（一部を除く）など、
窓口無料化が適用できない場合や、高額療養費
の対象となる場合などがあるため、新制度では
対象者が加入している医療保険（保険証）の加
入状況について、随時申告していただく必要が
あります。既に、申告が必要な方には確認書類
を送付しましたが、書類提出後も加入医療保険
などに変更があった際には届出
をお願いします。
　詳細は、広報や市ホームペー
ジなどでお知らせします。

■お問い合わせ
　市民課国保医療担当（内線１２７～１２９）

子ども・ひとり親家庭・重度心身障害者医療費
窓口無料化に！

○
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
「
腹
囲
測

定
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
第
一
条

件
で
あ
る
肥
満
（
腹
囲
が
男
性
で

85
セ
ン
チ
、
女
性
で
90
セ
ン
チ
以

上
）
が
目
立
ち
、
特
に
男
性
の
該

当
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
に
は
糖
質
異
常
、

女
性
に
は
脂
質
異
常
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
自
覚

症
状
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
状
態
が
続
く
と
糖
尿
病
や
虚

血
性
心
疾
患
な
ど
を
発
症
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
予
防
し
、
健
康
で
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
、
日
頃
の

食
生
活
を
見
直
し
、
運
動
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
が

医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す

　

医
療
機
関
で

の
受
診
件
数
を

見
る
と
外
来
が

97
％
と
圧
倒
的

に
多
く
、
外
来

の
医
療
費
に
つ
い
て
は
４
割
弱
を

生
活
習
慣
病
患
者
の
医
療
費
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

事
実
、
40
歳
以
上
の
方
で
は
高

血
圧
は
４
人
に
１
人
、
糖
尿
病
は

10
人
に
１
人
、
高
脂
血
症
は
11
人

に
１
人
が
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19

年
度
に
行

わ
れ
た
総

合
健
診
の

結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

総
合
健
診
を
受
診
し

た
方
は
３
２
９
８
人
で
、

そ
の
内
訳
は
70
歳
代
の

方
が
約
３
割
と
１
番
多

く
、
60
歳
以
上
の
高
年

齢
者
が
６
割
以
上
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
一
方
、
若
い
方
の
受

診
率
が
低
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病

の
該
当
者
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。（
図
２
）

肥
満
は
病
気
の
前
段
階

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

　

最
近
、
肥
満
や

高
血
圧
、
脂
質
異

常
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が

問
題
と
な
っ
て
お

り
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
、
糖
尿
病
が
重

複
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
状
態
を
放
っ
て
お
く
と
動

脈
硬
化
が
急
速
に
進
行
し
、
命
に

か
か
わ
る
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
発

症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

総
合
健
診
で
も
、
昨
年
度
か
ら

テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
、
国
保
加
入
者

の
保
険
税
負
担
が
増
加
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
度
の
40
～
74
歳

で
国
保
被
保
険
者
の
「
総
合
健
診
」

受
診
率
は
約
25
％
と
低
く
、
こ
の

課
題
の
達
成
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
に
も
、
健
診
で
年

１
回
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
健
診
結
果
を

正
し
く
認
識
し
、
病
気
を
予
防
す

る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３
ー
４
３
１
０

 

２
３
ー
４
３
１
６

　

こ
れ
ら
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣

の
乱
れ
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

ま
す
。
重
篤
な
疾
患
に
か
か
る
前

に
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
、

健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

来
年
度
か
ら
「
特
定
健
診
」
が

始
ま
り
ま
す

　

来
年
度
か
ら
生

活
習
慣
病
患
者
の

減
少
を
目
的
と
す

る
「
特
定
健
診
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

「
特
定
健
診
」
は
、
40
～
74
歳

の
国
保
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
平
成
24
年
に
受
診
率
が

65
％
以
上
な
け
れ
ば
、
ペ
ナ
ル

【図2】平成19年度総合健診の病態別割合

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

腎機能障害

肝 疾 患

心電図異常

高 血 圧

脂 質 異 常

糖 尿 病 9.3

7.3

4.4

2.5

1.7

0.9

（％）

～平成１９年度総合健診の結果から～
生活習慣を見直そう！【図1】年齢別受診者割合

25～29歳  　1.7％

70歳代
31.0％

80歳以上
9.9％

30歳代  　9.1％
40歳代　9.7％

50歳代　13.1％

60歳代　25.5％

計 3298人

　生活習慣病を予防するために、食事や
運動習慣を継続的に改善していくことは
非常につらく、難しいことです。１人で
取り組むのではなく、仲間と励まし合い
ながら実践してみませんか？
　市保健課では平成２０年度に、楽しく
運動できる『陸上ウォーキング』や、運

動実践を中心
とした『健康
ア ッ プ 教 室 』
などを開催す
る予定です。
　詳細は広報
やホームペー
ジで紹介して
いきますので、
参加してみて
ください。

生活習慣病予防のために
あなたも参加してみませんか？
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市
で
は
商
店
街
の
活
性
化
と
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
空

き
店
舗
を
利
用
し
た
事
業
者
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

３
月
以
降
に
事
業
着
手
す
る
新
規

事
業
者
が
対
象
で
す
が
、
事
前
に

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業
者
と
条
件
内
容

　

韮
崎
駅
前
や
本
町
通
り
を
中
心

　

と
し
た
近
隣
商
業
地
域
ま
た
は

　

商
業
地
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域

　

で
、
30
㎡
程
度
以
上
の
事
業
用

　

面
積
を
有
し
、
２
年
以
上
の
営

　

業
が
見
込
ま
れ
る
小
売
業
お
よ

　

び
飲
食
業
（
風
俗
営
業
は
除
く
）、

　

ま
た
は
多
目
的
に
利
用
可
能
な

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
商
店

　

街
に
と
っ
て
、
有
益
な
事
業
を

　

実
施
す
る
者

※
こ
の
ほ
か
、
市
で
定
め
た
要
綱

　

の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
事
業
者

　

に
は
補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ

　

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
補
助
限
度
額
（
補
助
率
２
分
の
１
）

◇
新
規
事
業
に
係
る
建
物
改
修
費

　

な
ど　

50
万
円

◇
店
舗
賃
借
料

　

月
額
５
万
円
（
１
年
間
の
み
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当

（
内
線
２
３
２
）

空
き
店
舗
利
用
者
に
補
助
金
を
交
付
！！

や
る
気
の
あ
る
人
を
応
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
市
民
バ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
見
直
し

を
検
討
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
公
共
交
通
検

討
協
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

　

市
内
路
線
バ
ス
を
よ

　

く
利
用
す
る
方

■
定
員　

２
人
程
度

■
内
容

　

公
共
交
通
検
討

　

協
議
会
（
年
３

　

回
程
度
）
に
出

　

席
し
、
韮
崎
市   

　

に
適
し
た
公
共

　

交
通
に
つ
い
て

　

審
議
を
行
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
２
年
で
報
酬
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

次
の
書
類
を
３
月
31
日
（
月
）

　

必
着
で
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
書

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
、
職
業
を
漏
れ
な
く

　

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
に
様
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

〒
４
０
７

－

８
５
０
１

韮
崎
市
水
神
１

－

３

－

１

２
２
ー
８
４
７
９

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

公共交通検討協議会委員を募集します
公共交通のあり方を考える

　市では、家庭か
ら 排 出 さ れ る 可
燃・不燃ゴミを「エ
コ パ ー ク た つ お
か」へ直接搬入し
処理することができる「自己搬入の
日」を、４月から毎月第２土曜日の
９～１１時に変更します。

■注意事項
◇時間厳守でご利用ください。
◇市民であることの確認を免許証な
　どで行います。
◇しっかりと分別をしてください。
◇搬入は普通車以下の車に限ります。
　（許可車を除く）

■お問い合わせ
　市民課環境保全担当
　（内線１３１･１３２）

「自己搬入の日」について

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る

　

２
月
16
日
（
土
）、

韮
崎
市
商
工
会
館

に
お
い
て
「
県
政

ひ
ざ
づ
め
談
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
は
、
県

民
の
声
を
山
梨
県
の
政
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
横
内
知
事
が
県
民

と
ひ
ざ
づ
め
で
県
政
の
課
題
な
ど

を
話
し
合
う
会
合
で
す
。

　

当
日
は
、
韮
崎
市
商
工
会
製
造

業
部
会
若
手
経
営
者
17
名
が
出
席

し
「
企
業
の
活
性
化
を
す
る
た
め

に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、企
業
誘
致
や
、

優
秀
な
人
材
確
保
の
必
要
性
を
訴

え
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
県
政
ひ
ざ
づ
め
談
議
」
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
広
聴
広
報
課

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
３
３
６

〈http://w
w

w
.pref.yam

anashi.jp/

  barrier/htm
l/koucho/

  3
2
7
4
5
2
3
4
2
0
6
.htm

l

〉



　

ご
自
分
の
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
課

税
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
し
て
、
ま

た
、
他
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
比
較
し
て
自

分
の
資
産
価
格
が
適
正

で
あ
る
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
閲
覧
・
縦

覧
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
自

己
資
産
を
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
閲
覧
・
縦
覧
の
無
料
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

５
月
30
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
閲
覧
・
縦
覧
場
所

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当
窓
口

10

固定資産課税台帳の確認を
自己資産をチェックしよう

■
閲
覧
制
度
と
は

　

納
税
義
務
者

な
ど
が
自
己
の

固
定
資
産
課
税

台
帳
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

閲
覧
は
通
年
可
能
（
手
数
料
１

件
３
０
０
円
）
で
す
が
、
４
～
５

月
に
つ
い
て
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
が
所

有
し
て
い
る
固
定
資
産
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
疑
問
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
義
務
者
以
外
の
方

が
閲
覧
す
る
場
合
に
は
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
借

地
借
家
人
な
ど
の
場
合
は
、「
契

約
書
な
ど
の
権
利
関
係
を
示
す
書

面
」
に
よ
り
委
任
状
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
が
申
請
す
る
場
合

に
は
、
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
縦
覧
制
度
と
は

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
と
、
他
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
確
認

で
き
る
制
度
で
す
。

　

縦
覧
は
こ
の
期
間
の
み
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
対
象
者
は
固
定
資
産
税
の

納
税
者
で
あ
り
、
納
税
者
以
外
の

方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
同
居
の
親

族
の
方
は
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
り

確
認
が
で
き
れ
ば
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

（
内
線
１
５
６
～
１
５
８
）

よくあるお問い合わせ

地価が下がっているのに、
土地の税額があがるのはなぜ？

　固定資産税は、課税標準額に税率を乗じ
て求めますが、土地の課税標準額は本来そ
の土地の評価額と同じになります。しかし、
実際は課税標準額が評価額に比べてかなり
低いため、課税標準額を評価額に合わせて
いく調整を行っています。これは平成６年
度から、評価額を地価公示価格の７割にす
るしくみになったのですが、当時の宅地の
評価額は、この地価公示価格の７割を大き
く下回っており、突然本来の評価額で課税
すると、税負担が急激に大きくなってしま
うため、徐々に引き上げていこうというの
が現在の状況です。
　つまり、課税標準額がより評価額に近
い（負担水準が高い）土地は税負担を引き
下げたり据え置いたりする一方で、まだ評
価額に遠い（負担水準が低い）土地は段階
的に税負担を引き上げていき本来の評価額

（地価公示価格の７割）に近づけているた
め、地価が下落していても税額が上がると
いう場合が生じているわけです。

税額が急に高くなったのですが？

　新築住宅には２階建ての場合は３年間、
３階建て以上の場合には５年間に限って、
１２０㎡まで税額が２分の１に減額される
特例があり、この減額適用期間が終了した
ことや、住宅を壊したことにより住宅用地
に対する特例が適用外になったことなどが
考えられます。
　その他の原因も考えられますので、ご不
明な点は、お問い合わせください。

　

10
ａ
あ
た
り
２
万
円
を
補
助

◇
対
象

　

麦
、
大
豆
、
野
菜
、
果
樹
、
景

　

観
形
成
作
物

※
果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
は
、

　

平
成
17
年
以
降
の
作
付
が
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

■
産
地
づ
く
り
交
付
金

◇
内
容

　

麦
お
よ
び
大
豆
の
作
付
を
、
そ

　

れ
ぞ
れ
３
ａ
以
上
行
っ
た
場
合

　

10
ａ
あ
た
り
１
万
円
を
補
助

◇
対
象

　

生
産
調
整
（
転
作
）
を
実
施
し
、

　

集
荷
円
滑
化
対
策
の
拠
出
を
行

　

っ
た
方

国
の
政
策
支
援

■
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

◇
内
容

　

そ
の
年
の
収
入
が
過
去
の
平
均

　

収
入
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
減

　

収
額
の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

◇
対
象

　

認
定
農
業
者
（
４
ha
以
上
）
ま

　

た
は
、
一
定
の
条
件
を
備
え
る

　

集
落
営
農
組
織
（
20 

ha
以
上
）　

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
課
農
林
振
興
担
当

（
内
線
２
２
３
）

　

現
在
、
日
本
の

米
消
費
量
は
ピ
ー

ク
時
（
昭
和
37
年
）

の
約
半
分
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
、

人
口
・
消
費
量
の

減
少
や
食
生
活
の
多
様
化
に
よ
り

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
需
要
と
供
給
の
バ

ラ
ン
ス
を
適
正
に
保
ち
、
取
引
価

格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
生
産
方

針
作
成
者
（
Ｊ
Ａ
な
ど
）
お
よ
び

韮
崎
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会

が
、
生
産
数
量
目
標
（
米
の
作
付

目
標
）
を
農
業
者
に
配
分
し
ま
す
。

配
分
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
に
韮
崎
市
で
作
れ
る

米
の
量
は
、３
６
９
２
．
９
ｔ
（
基

準
単
収
は
、
５
６
２
㎏
／
10
ａ
）

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

個
々
の
農
家
へ
の
配
分
は
、
個

別
に
配
布
し
た
「
水
稲
生
産
実
施

計
画
書
」
に
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
生
産
目
標
面
積
以
内
の
作
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

助
成
に
つ
い
て

■
市
単
独
助
成
金

◇
内
容　

　

転
作
作
物
を
植
え
た
場
合
に
は
、

水
稲
の
生
産
調
整
に
ご
協
力
を

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
取
引
価
格
を
安
定
さ
せ
る
た
め
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今月の納税
税目 納期限

国民健康保険税
第１０期

３月３１日（月）

　口座振替納税は、１度お申し込みいた
だければ、指定された金融機関の口座か
ら、自動的に引き落とされて納税する便
利な制度です。
　手続きもキャッシュカード（ゆうちょ
銀行・郵便局、山梨中央銀行、甲府信用
金庫、山梨信用金庫）があれば、市役所
窓口で簡単に行えますので、ぜひ、ご利
用ください。

■お問い合わせ　
　収納課（内線１６３～１６６）

納税は、便利で確実な口座振替で

　

市
で
は
、
滞

納
解
消
を
図
り
、

市
税
等
負
担
の

公
平
性
の
実
現

を
目
指
す
た
め
、

２
～
５
月
を
「
納
税
納
付
強
化
期

間
」
と
定
め
、
徴
収
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

強
化
期
間
中
の
取
り
組
み

■
財
産
差
押
え
の
強
化

　

悪
質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

　

徹
底
し
た
財
産
調
査
を
継
続
し
、

　

必
要
に
応
じ
て
捜
索
・
動
産
な

　

ど
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

■
夜
間
・
休
日
の
納
税
納
付
強
化

　

訪
問
徴
収
や
夜
間
・
休
日
の
納
税

　

相
談
・
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

収
納
課
徴
収
第
１
・
２
担
当

　
　
　

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

夜間納税相談・収納窓口

３月２６日（水）

１８時～
２０時３０分

３月２７日（木）

４月２３日（水）

４月２４日（木）

５月２１日（水）

５月２２日（木）

休日納税相談・収納窓口

３月１５日（土）
１０時～
　　　１６時

４月１９日（土）

５月１７日（土）

「
納
税
納
付
強
化
期
間
」
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
保

険
料
を
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ

て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事

業
主
が
社
会
保

険
事
務
所
に
資

格
取
得
な
ど
の
届
出
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
年
金
額
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
期
間
を
有
し
て
い
る

方
に
対
し
て
、
そ
の
期
間
を
含
め

た
年
金
を
お
支
払
い
す
る
た
め
の

「
厚
生
年
金
特
例
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
金
記
録
第
三

者
委
員
会
で
厚
生
年
金
保
険
料
の

給
与
天
引
き
が
認
定
さ
れ
た
方
は
、

年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
年
金
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
　

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

◇
竜
王
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５

－

２
７
８

－

１
１
０
０

「
厚
生
年
金
特
例
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

ご
自
身
で
ご
確
認
を

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ

り
、
父
親
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
母
子

家
庭
な
ど
の
生
活
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
母
子

家
庭
の
自
立
を
促
進
す

る
と
い
う
目
的
で
、
次

の
項
目
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
手
当
の

一
部
が
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
。

■
一
部
支
給
停
止
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場

　

合
、
手
当
の
一
部
が
支
給
停
止

　

さ
れ
ま
す
。

◇
手
当
を
受
け
て
か
ら
５
年
の
方

※
認
定
請
求
を
し

　

た
日
に
受
給
対

　

象
児
童
が
３
歳

　

未
満
の
方
に
つ

　

い
て
は
、
そ
の

　

児
童
が
３
歳
に

　

達
し
て
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

◇
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

　

年
の
方

■
一
部
支
給
停
止
対
象
と
な
ら
な

　

い
場
合

　

次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す

　

る
方
で
、
必

　

要
な
書
類
を

　

提
出
し
た
方

　

に
つ
い
て
は
、

　

今
ま
で
と
同
様
に
手
当
を
受
給

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
受
給
者
が
就
業
し
て
い
る
場
合

◇
受
給
者
が
求
職
活
動
な
ど
、
自

　

立
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い

　

る
場
合

◇
受
給
者
が
一
定
の
障
害
状
態
に

　

あ
る
場
合

◇
受
給
者
が
負
傷
・
疾
病
、
そ
の

　

他
の
事
由
に
よ
り
就
業
す
る
こ

　

と
が
困
難
で
あ
る
場
合

◇
受
給
者
の
児
童
・
親
族
が
一
定

　

の
障
害
な
ど
の
状
態
に
あ
り
、

　

介
護
の
た
め
就
業
す
る
こ
と
が

　

困
難
で
あ
る
場
合

※
一
部
支
給
停
止
の
該
当
と
な
る

　

方
に
は
、
事
前
に
通
知
・
届
出

　

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

　

確
認
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当

（
内
線
１
７
４
）

児童扶養手当の一部が支給停止されます
母子家庭の自立促進のため
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■
開
催
日

　

毎
月
第
４
金
曜
日

※
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
会
場　

市
民
会
館

■
内
容

◇
午
前

○
ク
ラ
ブ

　

（
書
道
、
文
芸
、　

手
芸
、
園
芸
、

　

写
真
、
華
道
、　

舞
踊
、
囲
碁
、

　

読
書
、
詩
吟
）

○
教
室

　

（
社
交
ダ
ン
ス
、
パ
ソ
コ
ン
）

◇
午
後

　

著
名
人
を
講
師
に
迎
え
た
講
座

■
年
会
費　

２
千
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
、
各

　

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

　

（
内
線
１
７
９
・
１
８
０
）

　

老
壮
大
学
で
は
、
学
生
み
ず
か

ら
企
画
、
運
営
に
あ
た
り
、
毎
月

１
回
、
各
界
著
名
人
を
講
師
に
迎

え
た
講
座
を
開
き
、
教
養
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
日
本
社
交
ダ
ン
ス
協

会
認
定
教
師
の
中
村
一
さ
ん
が
初

歩
か
ら
指
導
し
て
く
れ
る
「
ダ
ン

ス
教
室
」
や
、
専
属
講
師
に
よ
り

初
心
者
で
も
安
心
し
て
習
え
る

「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
、
好
評
に

つ
き
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
な
ら
誰
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。“
と
り
あ
え
ず
様
子
だ

け
で
も
”
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
。
み
な
さ
ん
の
入
学
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

韮
崎
市
老
壮
大
学
入
学
者
募
集

楽
し
く
学
ん
で
生
き
が
い
づ
く
り

　

武
田
の
里
婦
人
大

学
の
30
周
年
を
ひ
と

つ
の
節
目
に
、
第
31

期
か
ら
は
内
容
を
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
名
称
も
「
武
田

の
里
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ

ジ
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　

月
に
１
度
の
講
座

な
ど
は
無
理
な
く
自

由
に
参
加
で
き
、
実

力
派
の
講
師
に
よ
る

講
演
は
も
ち
ろ
ん
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
数
だ
け
学
び

方
が
あ
り
ま
す
。“
ま

ず
は
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
”
生
涯
学
習

の
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
武
田
の

里
ラ
イ
フ
カ

レ
ッ
ジ
は
、
多

く
の
仲
間
と
の

出
会
い
や
感
動

と
と
も
に
、
あ
な
た
の
人
生
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
学
び
の
場
で
す
。

　

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
暮

ら
し
た
い
と
お
考
え
の
方
な
ら
、

年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰
で
も
入

学
で
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た
も
生

涯
学
習
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
講
日
時

　

４
月
17
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～

※
５
月
か
ら
の
予
定
は
別
表
参
照

■
場
所　

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

※
韮
崎
駅
か
ら
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

　

ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
間
は
、
送

　

迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

■
第
１
回
講
座
内
容

　

記
念
講
演

　

「
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
・

　

に
ら
さ
き
」

　

講
師　

韮
崎
市
長　

横
内
公
明

■
ク
ラ
ブ

　

書
道
、
俳
句
、
料
理
、
手
芸
、

　

陶
芸
、
パ
ソ
コ
ン
、
き
り
絵
、

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

■
入
学
金　

　

５
千
円
（
年
額
）

※
１
講
座
２
千
円
の
体
験
入
学
も

　

あ
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

４
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
申
込

　

書
に
記
入
し
、
入
学
金
を
添
え

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
韮
崎
市
教
育
委
員
会
、

　

市
民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
韮
崎
市
教
育
委
員
会

（
内
線
２
６
６
～
２
６
８
）

◇
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
）

☎
２
２

－

１
１
２
１

武田の里ライフカレッジ
〝武田の里にらさき〟に息づく生命や暮らしに根ざし、生涯にわたって学ぶ大学

月　日 講演・講師

  4 月 17 日
開講式、「夢と感動のテーマシティ・にらさき」

韮崎市長　横内 公明

  5 月 22 日
「自分流・自然体を貫く 簡単、楽しい、いきいき健
康法」  　　  （社）中高年齢者雇用福祉協会公認講師

　　　　　　タレント、健康管理士　小久保 晴代

  6 月 19 日
「料理は楽しくシンプルに！
ズボラ料理をはじめませんか？」　

ナマクラ流ズボラ派家庭料理家　奥薗 壽子

  7 月 17 日
「～笑う門には福来たる～思いっきり笑うと元気に
なれます」                  落語家　三代目　林家 染二

  8 月 28 日 「オーケストラコンサート」　　名古屋大学交響楽団

  9 月 18 日
「武田信玄～知られざる実像～日本は歴史から何を
学ぶべきか」　静岡大学教育学部教授　小和田 哲男

10 月 23 日
「あいまいな日本の問題点がスッキリわかる
辛坊のニュースななめ読み」

読売テレビ解説委員　辛坊 治郎

11 月（未定）観劇（予定）

12 月 18 日
「命を咲かせる　自分が好きですか」

南蔵院第二十三世住職　林 覚乗

  1 月 17 日 民放男性アナウンサー（出演交渉中）

  2 月 19 日
「～女優・妻・母～二人三脚で乗り越えた介護の日々」

女優　小山 明子

  3 月 14 日 閉講式、学園祭



　

市
で
は
４
月

よ
り
体
育
施
設

を
利
用
す
る
方

の
利
便
性
を
高

め

る

た

め

に
、

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
体

育
施
設
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ウ
ッ
ド

ジ
ム
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）
の
予
約

を
市
営
体
育
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
管
理
棟
内
の
音
楽
室
、
会

議
室
な
ど
体
育
施
設
以
外
の
予
約

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
勤
労

青
年
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
申
込
受
付
時
期

◇
市
民
ま
た
は
峡
北
地
域
勤
労
者

　

１
か
月
前

◇
市
外
利
用
者　

２
週
間
前

■
予
約
受
付
場
所　

市
営
体
育
館

※
電
話
受
付
可

■
申
請
手
続
・
料
金
支
払
場
所

　

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

（
韮
崎
市
営
体
育
館
内
）

☎

 

２
２
ー
０
４
９
８

◇
韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
ー
８
２
７
４
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ひ
な
祭
り
は
「
桃
の
節
句
」
と

も
い
い
、
女
の
子
の
成
長
を
祝
う

大
切
な
年
中
行
事
の
１
つ
で
す
。

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
ひ

な
祭
り
の
お
祝
い
を
し
な
が
ら
文

化
財
へ
の
興
味
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
企
画
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ミ
ニ
企
画
展

「
民
俗
資
料
館
で
ひ
な
祭
り
」

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
今

年
も
資
料
館
収
蔵
品
の
ひ
な
人
形

と
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
借
り
し
た

人
形
を
、
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

蔵
屋
敷
に
展
示
し
て
、
旧
暦
に
あ

わ
せ
て
「
桃
の
節
句
」
を
お
祝
い

し
ま
す
。
ご
自
宅
と
は
一
味
違
っ

た
風
情
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
７
日
（
金
）
～

４
月
20
日
（
日
）

　

９
～
16
時

　

蔵
屋
敷
（
民
俗
資
料
館
裏
）

※
月
、
木
曜
日
の
午
前
中
は
休
館

■
入
館
料　

無
料

※
民
俗
資
料
館
で
受
付
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

「
ひ
な
人
形
を
作
ろ
う
」

　

企
画
展
「
民
俗
資
料
館
で
ひ
な

祭
り
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所
（
２
回
開
催
）

　

３
月
23
日
（
日
）

　

①
10
時
、
②
13
時
集
合

　

蔵
座
敷
（
民
俗
資
料
館
裏
）

■
定
員　

各
７
組
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
参

　

加
す
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴

　

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
２
２

－

１
６
９
６

（
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
９
時
～

16
時
30
分
ま
で
）

民
俗
資
料
館
で
ひ
な
祭
り

「
桃
の
節
句
」
を
お
祝
い
し
よ
う
！

　

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現

を
目
指
し
、
年
間
を
通

し
て
26
種
目
の
ス
ク
ー

ル
や
、
13
種
目
の
サ
ー

ク
ル
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
会
員

を
募
集
す
る
に
あ
た

り
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
が
元
気
で
健
や

か
な
毎
日
を
過
ご
す
た

め
、
自
分
に
合
っ
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
３
月
中
の
１
か
月
間
を
無
料

無料体験を実施しています
NPO 韮崎スポーツクラブ

体
験
期
間
と
し

て
開
放
し
ま
す
。

　

今
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て

い
た
方
も
、
こ

れ
か
ら
始
め
よ

う
と
い
う
方
も

お
友
達
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎

 

２
１
ー
２
２
５
５

　

韮
崎
市
教
育
委

員
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場

と
し
て
、
市
内
の

小
中
学
校
施
設
を

一
般
に
開
放
し
て

い
ま
す
。

　

夜
間
（
17
～
22
時
）
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
体
育
館
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
の
方
は
、
平
成
20
年
度
の

利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
、
管
理
指

　

導
員
宅
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

　

請
書
に
記
入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
地
域
体

　

育
館
を
利
用
す
る
場
合
に
も
、

　

利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
韮
崎
西
中
学
校
は
改
築
に
伴
い
、

　

平
成
21
年
３
月
ま
で
、
グ
ラ
ウ

　

ン
ド
・
体
育
館
は
使
用
で
き
な

　

い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　

（
韮
崎
市
営
体
育
館
内
）

☎

 
２
２
ー
０
４
９
８

夜
間
の
学
校
施
設
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
へ

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

予
約
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「可憐なビオラを児童が植栽」
　１月 31 日、韮崎小学校で児童がビオラ（スミレ科）
の植栽を行いました。
　これは、宝塚歌劇団や阪急電鉄などの生みの親であ
る「小林一三氏」生誕の地が韮崎市であることにちな
み、市内の児童・生徒に偉大な先人について理解して
もらおうと、市教育委員会が宝塚のイメージであるス
ミレ（ビオラ）の苗を市内の小中学校に配布して実施
されました。

「鬼は～外、福は～内」 「家に帰って鬼退治！」

　３月３日のひな祭りを前に、韮崎児童センター
で２月７日、「おひなさまづくり」が行われました。
　当日は、親子で思いおもいに顔を描きこみ、世
界に１つの手作りおひなさまを作りました。
　おひなさまが完成すると、うれしそうな表情で
自慢のおひさまを見せてくれました。

　北東児童センターでは、２月１日に「鬼のお面づくり」
が行われました。
　子どもたちは好きな色を選び、紙を切ったり貼ったり
と、お母さんに手伝ってもらいながら仕上げました。
　できあがったお面は、迫力ある（？）愛嬌のあるかわ
いい鬼ばかりで、「家に帰って豆まきをするんだ！」と
はしゃいでいました。

　中央町の雲岸寺では、２月３日の「節分」の
日に大相撲中村部屋の特別年男力士３人を招い
て成田講節分会が行われました。
　この節分会は「五穀豊穣・家内安全・厄除け」
の祈りをこめて盛大に開催され、当日は、今年
１年の福を掴もうと、境内にたくさんの人が詰
め掛けました。

「自慢のおひなさまが完成したよ！」
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全
て
地
元
の
食
材
を
使
用
し
、

麺
を
打
つ
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
、

郷
土
食
“
ほ
う
と
う
”
づ
く
り
が

韮
崎
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
手
つ
き
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
一
生
懸
命
に
自
分
た
ち

で
作
っ
た
“
ほ
う
と
う
”
は
格
別

だ
っ
た
よ
う
で
、

「
家
に
帰
っ
た
ら
家
族
に
作
り
方
を

教
え
て
あ
げ
る
ん
だ
」

と
う
い
う
子
ど
も
た
ち
の
声
が
あ

ち
こ
ち
で
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

「
包
丁
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
子
ど
も
が
多
く
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
、

麺
打
ち
が
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た

よ
う
で
、
楽
し
そ
う
に
作
業
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
家

で
も
料
理
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

“
食
”
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。」（
韮

崎
町
食
生
活
推
進
委
員
会
）

“
食
”
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

食育とは？

　２月１３日に市民会館で、チョコレートを使ったケーキ
づくり教室が行われました。
　これは、大好きなお父さんにバレンタインデーのプレゼ
ントとして渡すためのケーキで、子どもとお母さんが“愛”
を込めて作りました。おいしくできたかな？

「大好きなお父さんにプレゼント」

　近年、栄養の偏り、不規則な食事、肥
満や生活習慣病の増加、食材の海外への
依存、伝統的な食文化の危機、食の安全
性など「食の崩壊」が問題となっています。
　「食育」とは、これらの問題を解決する
ために、私たちが自分で自分の健康を守
り、健全で豊かな食生活を送るための「食
事の自己管理能力」を育てるために必要
な教育です。
　次のことを心が
け、私たちが生き
ていくうえで欠か
すことのできない
「食」について考えてみませんか？
　
■１日３回、規則正しい食生活を
■栄養バランスのとれた食事を摂ろう
■家族みんなで楽しい食事を
■食べ物への感謝の気持ちを忘れない
■地産地消を推進しよう

「虫歯に負けるな」
　子どもたちの歯の健康を守るため、２月６日、子育て支
援センターで歯科検診が開かれました。
　当日は、本当にたくさんの子どもが集まり、堀内歯科の
スタッフから、歯の健康やブラッシング方法についてのア
ドバイスを受けたあとに、歯科検診、予防処置（フッ素塗
布）を行いました。
　怖くて泣き出してしまう子どももいましたが、大きなお
口を開けて、虫歯がないかチェックしてもらいました。
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信
玄
公
祭

り
は
、
春
の

観
光
シ
ー
ズ

ン
の
幕
開
け

を
告
げ
、
山

梨
の
英
雄｢

武

田
信
玄｣

の
遺

徳
を
し
の
ぶ
県
下
最
大
の
祭
り
と

し
て
定
着
し
て
お
り
、
勇
壮
な
武

者
軍
団
が
戦
国
時
代
の
様
子
を
再

現
す
る｢

甲
州
軍
団
出
陣｣

は
、
多

く
の
人
で
賑
い
ま
す
。

　

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

「
第
38
回
信
玄
公
祭
り
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

　

４
月
５
日
（
土
）
15
～
20
時

　

甲
府
市
中
心
エ
リ
ア

■
業
務
内
容

　

観
客
・
通
行
人
の
誘
導
、
会
場

　

案
内
、
周
辺
美
化
な
ど

■
募
集
人
員　

１
０
０
名

■
応
募
資
格

　

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
で
、
心

　

身
共
に
健
康
な
方

■
応
募
方
法

　

３
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
、
参

　

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
「
富
士
の
国
や

　

ま
な
し
観
光
ネ
ッ
ト
」
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
実
行
委
員
会
の

　

負
担
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
、

　

日
当
（
６
０
０
円
）
と
ス
タ
ッ

　

フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　

会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係　

小
野

　

〒
４
０
０
ー
０
０
３
１

　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
８
ー
５

　

(

社)

山
梨
県
観
光
物
産
連
盟
内

☎
０
５
５
ー
２
３
１
ー
２
７
２
２

 

０
５
５
ー
２
２
１
ー
３
０
４
０

k-o
no

@
yam

akanren.jp

第
38
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　　

韮
崎
市
女
性

団
体
連
絡
協
議

会
で
は
、
各
種

女
性
団
体
の
自

主
性
を
尊
重
し
、

明
る
く
住
み
よ

い
社
会
と
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
の
活
動
テ
ー
マ

「
政
治
に
関
心
を
持
と
う
」
の
も

と
、
韮
崎
市
議
会
で
ご
活
躍
の
３

名
の
女
性
議
員
を
招
き
様
々
な
お

話
を
聞
く
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
～

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
会
議
室

■
研
修
会
テ
ー
マ

　

「
政
治
に
関
心
を
持
と
う
～
韮

　

崎
市
議
会
女
性
議
員
に
聞
く
～
」

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
６
）

※市では「広報にらさき」・「市HP」に掲載する有料広告を募集しています。

女性のための30分フィットネスクラブ
世界４００万人が実践している
新しい健康習慣をあなたに

◎ いつでも好きな時間に
◎ これなら続けられる
◎ 生活習慣病（成人病）の予防に

筋肉のトレーニングの輪

韮崎駅前旧商工会館2F

まずは気軽に無料ワークアウト体験のお電話ください TEL0551-22-0502
カーブス韮崎

第１３回　ピアノ教室発表会　開催
3月23日（日） 午後1時半～
東京エレクトロン韮崎文化ホールにて

幼児から大人まで♪１レッスン制もあります
ピアノ教室・大正琴講師派遣・司会・演奏・ピアノバー

ミュージック　ニューウェル
電話・FAX 0551ー 23ー 4555

無料体験レッスン実施中

入場自由

http://www.newwell.jp

韮
崎
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
研
修
会

「
韮
崎
市
議
会
女
性
議
員
に
聞
く
」
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■
経
費

　

１
年
間
（
入
学
年
次
）
に
必
要

　

な
学
費
（
入
学
金
、
授
業
料
、

　

教
科
書
代
な
ど
）
は
約
３
万
円

　

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

県
立
中
央
高
等
学
校

　

甲
府
市
飯
田
５
ー
６
ー
23

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
４
４
１
１

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
は
、「
財
団

法
人
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
」
が
契
約

者
と
な
り
、
加
入

手
続
き
を
行
っ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
地
域
活
動
、
指
導
活
動
な
ど

を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構

成
員
を
被
保
険
者
と
し
て
、
損
害

会
社
10
社
と
の
間
に
、「
傷
害
保

険
」、「
賠
償
責
任
保
険
」
を
一
括

契
約
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
保
険
に
協

会
で
運
営
す
る
「
共
済
見
舞
金
制

度
」
を
組
み
合
わ
せ
た
日
本
国
内

で
の
事
故
を
対
象
と
し
た
補
償
制

度
で
、
現
在
で
は
１
千
万
人
も
の

人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

県
立
中
央
高
校

で
は
、
通
信
制
の

生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

通
信
制
で
は
、

自
宅
学
習
と
月
２
回
程
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
（
通
学
し
て
の
学
習
、
学

校
行
事
へ
の
参
加
）
で
高
校
を
卒

業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

１
０
０
名

■
出
願
資
格

◇
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
卒
業

　

見
込
み
も
含
む
）

◇
高
等
学
校
へ
再
入
学
を
望
む
方

◇
県
内
在
住
の
方

■
出
願
方
法

　

３
月
４
～
31
日
の
９
～
16
時
に

　

（
一
部
の
日
、
時
間
を
除
く
）、

　

出
願
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
綱
、
出
願
書
類
に
つ
い

　

て
は
中
央
高
校
事
務
室
で
配
布

　

し
て
い
ま
す
。

■
入
学
選
抜
方
法

　

書
類
お
よ
び
面
接

県
立
中
央
高
校

通
信
制
生
徒
募
集

１
千
万
人
の
ガ
ン
バ
リ
サ
ポ
ー
ト

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

保
険
の
詳
し
い
内
容
、
資
料
の

請
求
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
、

次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山

　

梨
県
支
部（
山
梨
県
体
育
協
会
内
）

☎
０
５
５
ー
２
４
３
ー
３
９
２
０

〈http://w
w

w
.sportsanzen.org

〉

　

（
社
）
日
本

建
設
機
械
化
協

会
で
は
、
平
成

20
年
度
１
・
２

級
建
設
機
械
施

工
技
術
検
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
資
格
は
施
工
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
、
建
設
事
業
の
機
械

施
工
に
係
る
技
術
力
や
知
識
を
検

定
す
る
も
の
で
建
設
現
場
で
大
い

に
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日
（
学
科
試
験
）

　

６
月
15
日
（
日
）

※
別
途
実
地
試
験
あ
り
（
合
格
者
）

■
受
験
手
数
料
（
学
科
試
験
）

　

１
・
２
級
と
も
１
種
別
に
つ
き 

　

１
０
１
０
０
円

※
実
地
試
験
に
は
、
別
途
手
数
料

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

３
月
13
日
～
４
月
11
日
（
当
日

　

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
受
験
申

　

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
用
紙
は
、
当
協
会
で

　

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

（
社
）
日
本
建
設
機
械
化
協
会

　

〒
１
０
５
ー
０
０
１
１

　

港
区
芝
公
園
３
ー
５
ー
８

　
　
　
　
　
　
　

機
械
振
興
会
館

☎
０
３
ー
３
４
３
３
ー
６
１
４
１

〈h
ttp

://w
w

w
.jc

m
a
n
e
t.o

r.jp
/

shiken/h2
0
/shiken_h2

0
.htm

l

〉

１
・
２
級
建
設
機
械
施
工
技
術

検
定
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

　年金記録もれには様々なケースが考えられま
すが、とりわけ多いのが、平成９年の基礎年金
番号導入前に旧姓で年金制度に加入した場合で
す。基礎年金番号に結びつかない年金記録の中
には、結婚などにより名字を変更したと考えら
れる記録が多く含まれています。
　まずは、次の方法でご自身の年金記録をご確
認ください。

■社会保険事務所、年金相談センター窓口で
■「ねんきん特別便専用ダイヤル」で
　☎０５７０－０５８－５５５
■インターネットで

※社会保険事務所などの所在地、開庁時間やイ
　ンターネットでの年金記録の照会申込みなど
　については、社会保険庁ホームページでご案
　内しています。（http://www.sia.go.jp/）

政府広報
平成８年１２月以前に旧姓で年金に
加入していた方は、ご注意ください

 

　広報にらさき２月号でお知
らせした「武田の里エンジョ
イウォーキング」の受付・出
発地点が「釜無川河川公園」
から「中央公園南側駐車場」
へ変更となりました。

■お問い合わせ
　武田の里ウォーク実行委員
　会事務局
　☎  ２２－０４９８

ウォーキングの
変更について
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可
３月の相談は、２７日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、３月１０日（月）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

　

お
子
さ
ん
の

見
え
方
に
つ
い

て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、
成

人
さ
れ
て
か
ら

目
に
障
害
を
持

ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
問
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ

て
い
る
先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で

お
悩
み
の
方
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）

　

10
～
15
時

　

県
立
盲
学
校

※
相
談
は
、
本
校
へ
の
就
学
相
談

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

０
歳
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で　

■
費
用　

無
料

■
お
申
し
込
み
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
９
時
か
ら

　

17
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
立
盲
学
校
「
視
覚
障
害
教
育

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

担
当
（
浅
川
、
佐
田
）

　

甲
府
市
下
飯
田
２
ー
10
ー
２

☎
０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
１

０
５
５
ー
２
２
６
ー
３
３
６
２

　

お
子
さ
ん

の
「
き
こ
え
」

や
「
こ
と
ば
」

の
こ
と
で
不

安
に
感
じ
る

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相

談
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
20
日
（
木
）、
21
日
（
金
）

　

９
～
17
時

　

県
立
ろ
う
学
校　

幼
児
指
導
室

※
相
談
は
、
本
校
へ
の
就
学
相
談

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

０
歳
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

■
費
用　

無
料

■
相
談
会
内
容

　

お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ

　

と
ば
」
に
関
す
る
相
談
や
、
接

　

し
方
な
ど
の
育
児
相
談
、
聴
力

　

測
定
、
補
聴
器
調
整
な
ど　

■
お
申
し
込
み
方
法

　

３
月
17
日
（
月
）
の
17
時
ま
で

　

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

　

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
17
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

 

県
立
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ

と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

担
当
（
中
込
）

　

山
梨
市
大
野
１
０
０
９

☎
０
５
５
３
ー
２
２
ー
１
３
７
８

 

０
５
５
３
ー
２
２
ー
６
４
１
９

sodan@
rogako.kai.ed.jp

春
休
み
こ
ど
も
の
「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
を

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会
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■
定
員　

30
名
程
度

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　

ぴ
ゅ
あ
総
合

　

甲
府
市
朝
気
１
ー
２
ー
２

☎
０
５
５
ー
２
３
５
ー
４
１
７
１

　

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
」
は
、
県
内
全
域
を
１
つ
の
学

び
の
場
と
し
、
生
涯
学
習
に
関
す

る
情
報
や
講
座
を
提
供
し
て
、
県

民
誰
も
が
自
由
に
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
必
要
な
学
習
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
募
集
期
間
・
対
象
者

　

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
入
学

　

で
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

市
町
村
教
育
委
員
会
、
公
民
館

　

な
ど
に
備
え
付
け
の｢

キ
ャ
ン

　

パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
入
学
者

　

募
集｣

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
入

　

学
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
生
涯
学
習
文
化
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
１
９

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　 １１日 ( 火 )・２８日 ( 金 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )　                        １２日 ( 水 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　                       １３日 ( 木 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　　　　　　　 　　　　　　 １４日 ( 金 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池 １７日 ( 月 )

藤井町全区 １８日 ( 火 )

中田・穴山町全区 ３日 ( 月 )・１９日 ( 水 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 ) ４日 ( 火 )・２４日 ( 月 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 ) ５日 ( 水 )・２５日 ( 火 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 ) ６日 ( 木 )・２６日 ( 水 )

大草・竜岡町全区 　　　　　　　　　１０日 ( 月 )・２７日 ( 木 )

静心寮 ２１日 ( 金 )

老壮大学 ７日 ( 金 )

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。
お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （３月巡回日程）
　

日
本
耳
鼻
咽
喉

科
学
会
山
梨
県
地

方
部
会
で
は
、
３

月
３
日
の
「
耳
の

日
」
に
あ
わ
せ
て
、

補
聴
器
や
人
工
内
耳
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
耳
の
日
」
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
演
会

補
聴
器
と
人
工
内
耳

　

講
演
会
の
後
に
は
、
耳
鼻
咽
喉

科
専
門
医
に
よ
る
病
気
や
難
聴
、

補
聴
器
に
関
す
る
相
談
会
も
行
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

　

３
月
２
日
（
日
）
13
～
16
時

　

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館
８
階

　

ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム

■
入
場
料　

無
料

■
内
容

◇
記
念
講
演　

13
時
30
分
～

①
「
補
聴
器
に
つ
い
て
」 

　

県
立
中
央
病
院
耳
鼻
咽
喉
科　

　

医
長　

黄 

淳
一
先
生

②
「
人
工
内
耳
の
話
」

　

今
村
耳
鼻
咽
喉
科
め
ま
い
・
難

　

聴
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　

山
梨
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科

　

非
常
勤
講
師　

今
村 

俊
一
先
生

◇
人
工
内
耳
装
用
者
の
体
験
発
表

　

14
時
50
分
～

◇
相
談
会　

15
時
10
分
～

■
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会

　

山
梨
県
地
方
部
会
事
務
局

☎
０
５
５
ー
２
７
３
ー
９
７
６
５

　

（
財
）
関
東
電
気

保
安
協
会
で
は
地

域
や
職
場
な
ど
へ

お
伺
い
し
、
電
気

を
安
全
に
効
率
よ

く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
、
無
料
で

出
前
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

　

打
ち
合
わ
せ
に
て
決
定
し
ま
す
。

※
日
曜
、
祭
日
を
除
く
10
～
17
時

　

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
内
容

　

説
明
、
実
験
・
実
演
な
ど

■
定
員　

５
～
30
名
程
度

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み    

　

（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

　

山
梨
事
業
本
部
広
報
担
当　

岡

☎
０
５
５
ー
２
２
８
ー
３
２
０
０

　

男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め

に
、
地
域
で
企
画
・

運
営
を
で
き
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
N
P
O
法
人
の
設

立
、
施
設
の
運
営
管
理
受
託
や
起

業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
び
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
す
道
筋
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
19
日
（
土
）

　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　

ぴ
ゅ
あ
総
合

※
以
降
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

　

６
月
７
日
、
28
日
に
開
催

■
公
演
内
容
（
第
１
回
）

　

｢

体
験
者
に
聞
く

　

～
女
性
の
自
立
と
そ
れ
を
支
え

　

る
力
に
気
づ
く
～｣

■
対
象

　

原
則
と
し
て
全
講
座
に
参
加
で

　

き
る
方

平
成
20
年
度
「
男
女
共
同
参
画

推
進
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
」

生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

身
近
な
電
気
の
お
勉
強

電
気
安
全
出
前
講
習
会
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◆パパ・ママ学級（要予約）
　育児について、沐浴実習、呼吸法
　E コース３　３月８日（土）９：００〜

◆すくすく教室（７か月）
３月１１日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年８月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
３月１８日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年４月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
３月１９日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年２月生まれ
持物：子ども用歯ブラシ

◆４か月児健診
３月２１日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年１１月生まれ

◆１歳６か月児健診
３月７日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年８月生まれ

◆３歳児健診
３月１４日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年２月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　３月１３日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　一般健康相談・
　妊婦相談
　毎週月〜金曜日　９：３０〜１６：００

◆物忘れ相談
　３月１１日（火）　受付　９：００〜

◆健康トレーニング教室
　３月３、１０、１７、２４日（月）
　１３：３０〜１５：３０

◆体改善“にこにこ”講座
　９：３０〜１１：３０

　C コース　３月７日（金）

　D コース　３月４、１１日（火）

◆陸上ウォーキング教室（当日申込可）
　３月　８日（土）９：００ 中央公園集合
　３月１３日（木）９：００ 市役所集合　

◆元気が出る教室
　３月１９日（水）　１３：３０〜１４：３０
　場所：老人福祉センター（大草町）
　※老人福祉センター利用料１００円が必要です

◆いきいき貯筋クラブ
　９：３０〜１１：３０（　４〜１４日）
　９：００〜１１：３０（１８〜２８日）
　３月　４、１８日（火）穂坂コミュニティセンター
　３月　６、２０日（木）大草公民館
　３月　７、２１日（金）中田公民館
　３月１１、２５日（火）竜岡公民館
　３月１３、２７日（木）保健福祉センター
　３月１４、２８日（金）清哲公民館

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児・健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

　

今
後
も
、
気

温
と
と
も
に

湿
度
が
低
下

す
る
時
期
が

続
く
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し

や
す
い
状
態
が
続
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
咳
や
く

し
ゃ
み
を
し
た
時
に
出
る
「
し
ぶ

き
」
に
よ
っ
て
感
染
が
広
が
り
ま

す
。
感
染
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
感
染
予
防

を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
外
出
後
は
、
必
ず
う
が
い
・
手

　

洗
い
を
す
る
。

◇
マ
ス
ク
は
説
明
書
を
読
み
、
正

　

し
く
着
用
す
る
。

◇
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を

　

押
さ
え
、
周
り
の
人
か
ら
顔
を

　

そ
む
け
る
。

◇
鼻
水
や
た
ん
が
つ
い
た
テ
ィ
ッ

　

シ
ュ
を
捨
て
る
た
め
に
、
ふ
た

　

付
の
ゴ
ミ
箱
を
用
意
す
る
。

◇
人
混
み
を
避
け
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
健
康
増
進
課

　

感
染
症
担
当

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
４
９
４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を
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◎糖尿病の発病当初は、自覚症状が少ないため注意が必要です。
　日本の糖尿病患者は、可能性を否定できない人を含めて１３７０万人と推定されます。
しかし、通院している人は約２１２万人しかいません。
　これは発病当初は自覚症状が少ないため、受診して検査とまではいかないのが現状で
しょう。全身の血管、神経におよぶ合併症を引き起こす病気であることを理解し、早期
発見・早期治療に努め、合併症を防ぎましょう。

◎該当する方は、早めに医療機関を受診することをお勧めします。
　厚生労働省が以下のチェックポイントを挙げています。

■糖尿病になりやすい人
　太っている、食べ過ぎている 、飲酒が多い 、間食をする、 脂ものが好き 、甘いものが好き 
　夕食が遅くたくさん食べる、食事時間が不規則、家族や親戚に糖尿病の人がいる、野菜や海
　草類をあまり食べない、朝食をとらない、ドリンク剤をよく飲む、運動不足、ゆっくり休
　めない、ストレスが多い、４０歳以上である、妊娠中に血糖値が上がったことがあるなど

■糖尿病に罹っている（可能性を否定できない）人
　このごろ太ってきた、食べてもやせる、とても喉がかわく、食欲がありすぎていくらでも食
　べられる、尿の回数・量が多い、尿のにおいが気になる、全身がだるい、疲れやすい、 肌が
　かゆくかさつく、下腹部がかゆい、手足がしびれる、視力が落ちた気がする、立ちくらみ
　がある、甘いものが急にほしくなる、ちょっとしたやけどや傷の痛みを感じない、尿が出
　にくく残尿感がある、足がむくみ重くなる

いくつか思い当たるようなら医療機関の受診をお勧めします。

「知人が糖尿病で通院しており、私も心配です。合併症が恐い
そうですが、チェックポイントを教えてください。」？

アドバイザー  韮崎市立病院
内科 医長  保阪 大也

　

不
妊
症
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

　

県
や
市
で
は

不
妊
治
療
の
う

ち
、
特
定
不
妊
治

療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
県
の
助
成
制
度

■
助
成

　

１
回
の
治
療
で
10
万
円
を
限
度

　

に
１
年
度
で
２
回
ま
で
、
通
算

　

５
年
間
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
要
件

　

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
山
梨
県
に

　

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と 

、
法

ご
存
知
で
す
か
？

不
妊
症
治
療
の
助
成
制
度

　

律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
て
、
夫

　

婦
の
所
得
合
計
額
が
７
３
０
万

　

円
未
満
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

■
手
続
き
方
法

　

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る

　

年
度
内
（
３
月
31
日
ま
で
）
に

　

居
住
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
保
健
所
峡
北
支
所

　

健
康
支
援
課

☎
２
３
ー
３
０
７
３

■
市
の
助
成
制
度

■
助
成

　

１
年
度
に
10
万
円
を
限
度
に
助

　

成
し
ま
す
。

■
対
象
要
件

　

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
１
年
以
上

　

継
続
し
て
市
内
に
住
ん
で
い
る

　

こ
と
、
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て

　

い
て
、
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

　

６
５
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

　

な
ど
。

■
手
続
き
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

保
健
課
母
子
保
健
担
当
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
保
健
課
母
子
保
健

　

担
当
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
母
子
保
健
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

 

２
３
ー
４
３
１
６

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg

.jp/

k
u
ra

sh
i/b

o
sh

ih
o
k
e
n
/sh

in
se

i/

shoshiki.htm

〉

　妊娠初期は、外
見 か ら は 妊 娠 し
ていることがわか
りづらいことから、
周囲の理解が得ら
れにくい場合があ
ります。
　そのため、市では妊産婦が外出
する際には「マタニティマーク」
を身につけてもらい、周囲が簡単
に妊産婦と気付き、配慮できるよ
うに「マタニティマーク」の周知
を行っています。
　このマークを
見かけたら、次
のことに注意し
て、やさしく気
遣ってあげてください。

◇公共交通機関では、妊婦に座席
　を譲ってください。
◇エレベーターや階段、狭い場所
　などでは配慮してください。
◇受動喫煙防止のため、妊産婦の
　近くでの禁煙にご協力ください。

■お問い合わせ
　保健課母子保健担当
　（保健福祉センター内）
☎２３ー４３１０

 ２３ー４３１６

ご協力をお願いします
妊婦にやさしい環境づくり
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆親子で遊ぼう（お絵かき）

　３月５日（水）〜７日（金）

　１１：００〜

◆なかよし広場

  ３月１３日（木） １１：００〜

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆なかよし広場

  ３月４日（火）、１１日（火）、１８日（火）
　１１：００〜

 ◆親子ふれあい体操
　３月５日（水）１０：３０〜

□保育園開放・子育て相談
・保育園開放　毎週水曜日　９：００〜１２：００

・子育て相談　面　　談　　９：００〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　３月　５日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　３月　６日（木）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　３月１３日（木）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

育児代行サービスのお知らせ
　ファミリー・サポート・センターでは、生後３ヶ月頃か

ら小学校６年生までのお子さんの、子育てのお手伝いをし

ます。子育て経験者または保育士の資格を持つ方で、市の

講座を受講した「まかせて会員」が保護者に代わって育児

をしますので、お気軽にお問い合わせください。

こんな時お手伝いします
・園や習い事等へ子どもを送迎してほしい

・園や小学校の始業時間前、終業時間後に預かってほしい

・自分が病院へ行く間預かってほしい

・子どもが軽度の病気で登園、登校ができないがこれ以上

　仕事が休めないので預かってほしいなど

　　ご利用は１時間７００円〜です。希望される方は入会の

申し込みをしてください。詳しくはお問い合わせください。

□その他のイベント

◆ひな祭りを楽しみましょう（要予約）
　３月　３日（月）１０：３０〜

　定員　２０組

◆なかよし広場

  ３月３日（月）、１０日（月）、１７日（月） 
　１１：００〜
　◆交通安全のお話
　３月６日（木）１０：３０〜
　講師　韮崎市交通指導員

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

◆食育のお話
　３月７日（金）１０：３０〜
　講師　山梨県栄養士会職員
 ◆親子で遊ぼう（折り紙）
　３月１１日（火）〜１３日（木）
　１１：００〜

◆なかよし広場
　３月１４日（金）１１：００〜

ちびっ子運動会（子育て支援センター・児童センター合同事業） 親子で楽しむおやつ作り（甘利児童センター）
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今回は、初めて“山梨青い鳥奉仕団”の有志のみな
さんをお迎えします。

　日時　３月８日（土）１４：００〜　
　場所　市民会館４階　大会議室

今月の朗読のつどい

わらべ歌・手遊びなど
わらべ歌や、手遊びなど日頃
の親子のふれあいにぴったり。
遊びや絵本に思わぬ反応が！
楽しいですよ！
　
　日時　３月２７日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・パネルシアターなど
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな
しがいっぱい！新しい本もぞくぞく紹介。お友だち
を誘ってきてください。
　
　日時　３月２２日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「阪急電車」
　有川浩

ひろ

著　（幻冬舎） 

    宝塚駅。征志、運命の女性に会う。
宝塚南口駅。翔子、呪いの願をか
ける。逆瀬川駅。時江、犬を飼お
うと思う…。恋の始まり、別れの
兆し、そして途中下車。電車は人
数分の人生を乗せて、どこまでも
は続かない線路を走っていく。

「すっとび犬指名手配」
　ジェレミー･ストロング作　
　岡本浜江訳（文研出版）

     すっとび犬のストリーカが「食べ
もの大どろぼう」になってしまっ
た！　捕獲員からすっとび犬を守
るため、ティーナとトレバーが考
えたのは催眠術と変装。うまくい   

　　                    くかな？

（一般書）

「地域医療を守れ」　　　   平井愛山著（岩波書店）

「光の指で触れよ」　　池澤夏樹著（中央公論新社）

（児童書）

「世界の保存食３」　　　　谷澤容子作（星の環会）

「王の森のふしぎな木」
　　　　ジェニー・ニモ作、田中薫子訳　 （徳間書店）

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1555号より

■３月の休館日
　毎週月曜日、２０日（木）、２８日（金）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／  ２２－２９１０）

３
月
の
標
語　

男
女
の
視
点
で
考
え
よ
う 

地
域
の
防
災 

防
犯
を　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。
◎「リサイクル文庫」にもご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

今月のだっこの会

　「うぐいす」　藤沢周平作（朗読 平間恵美子さん）
　　「桜」　桐野夏生著（朗読 中嶋英子さん）

　「相聞」　井出聖子作（朗読 有泉春枝さん）

　※次回は４月５日（土）を予定しています。

　

山
梨
県
県
民
生
活
課
で
は
、
次

世
代
を
担
う
小
学
生
に
環
境
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
見
学
、
体

験
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
か
ら
、

太
陽
光
や
小
水

力
発
電
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
必
要
性
に
つ

い
て
親
子
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

３
月
22
日
（
土
）
９
～
16
時　

■
集
合

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
９
時
）

■
内
容

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精

　

製
、
小
水
力
発
電
所
見
学
（
都

　

留
市
）、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

　

環
境
に
つ
い
て
の
学
習
会

■
対
象

　

小
学
校
４
～
６
年
生
と
保
護
者

■
定
員　

20
組
40
名
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

■
費
用　

無
料

■
お
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

山
梨
県
県
民
生
活
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
５
０

 

０
５
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ー
２
２
３
ー
１
３
５
４

「タオルを使ったストレッチ体操とフットセラピー」

■日時　３月１２日（水）１０時３０分～１１時３０分
■場所　市民会館５階大ホール
■講師　細田みどり氏
■費用　無料
■持物　フェイスタオル、水分補給用の飲料水
■服装　運動のしやすい服装
■お問い合わせ
　銀河鉄道事務局　☎２２－１１２１

子育てサロン“銀河鉄道”
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ま

な
し
探
検
隊
」
体
験
ツ
ア
ー
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしています。

ご連絡は市役所企画推進担当（内線３５６）まで。

健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
２月中に市が支払った医療費をお知せします。
　国民健康保険	 132,691,933 円	 ※１人当り 15,180 円（前月比	6.92％減）
　老 人 保 健	 219,495,026 円	 ※１人当り 60,584 円（前月比	4.89％増）

市の人口（２月１日現在）
　男	 １６，２７６人	 世帯数	 １２，２９３世帯
　女	 １６，４８０人	 前月比	 －３３世帯
　計	 ３２，７５６人
　前月比	 －８３人

　

現
在
市
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
の
「
第
６
次
長
期
総
合
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

の
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
市
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
、
市
民
に
よ
る

「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
１
～
２
月
に
か
け
て
３
回
開
催

し
ま
し
た
。

　

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
は
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
た

ち
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
協
力
し

な
が
ら
共
同
作
業
を
す
る
こ
と
で
、

問
題
を
発
見
し
た
り
、
解
決
の
糸

夢
と
希
望
を
持
て
る
魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
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□お問い合わせ　☎TEL/0551-22-1111　	 0551-22-8479　	□URL / http://www.city.nirasaki.lg.jp

萌
も え

衣ちゃん　　　　　　彩
さ え

衣ちゃん
（Ｈ 1 ４年７月生まれ）    （Ｈ 1 ８年６月生まれ）

堀内 雅人・佳子 さん  宅（旭町）
〜「これからも仲良く元気でいてね！」〜

愛
あ い か

果ちゃん（Ｈ 1 ９年１月生まれ）

村上 誠・芳子 さん  宅（下祖母石）
〜「明るく元気に育ってね☆」〜

「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

口
を
探
っ
た

り
し
て
い
く

手

法

で

す
。

「
ま
ち
づ
く

り

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
」

は
、“
安
心
し
て
生
み
、
育
て
ら

れ
、
子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
に
”
な
ど
４
つ

の
テ
ー
マ
で
、
関
係
す
る
24
名
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
職
員
が
加

わ
り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
「
市
民
意
識
調
査
」
へ
の
ご
協

　

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
市
民

意
識
調
査
」
は
、
質
問
事
項
が
多

く
内
容
も
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
よ
り
ご
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た

内
容
や
貴
重
な
ご
意
見
を
詳
し
く

分
析
し
、「
第
６
次
長
期
総
合
計

画
」
を
策
定
す
る
う
え
で
の
重
要

な
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

「まちづくりワークショップ」での作業の様子


